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最も少ない 12％で，6 から 11 ヵ月齢で最大となり，その後緩やかに減少し 15％まで低
下した．膠原線維は加齢に伴って増加し 20 歳以上で最大であった．今回，馬でも生




























































































 第 2 章では、大動脈弓背側領域に認められる組織学的病変について、年齢による推移な
らびに位置による差異を明らかにすることを目的とした。年齢による推移については、胎








研究の成果   










 第 2 章では、大動脈弓背側領域に認められる組織学的病変の有無、程度、分布の加齢性
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